
 
ひらがな版 

「おやがくのーと」 

「子どもをそだて、じぶんをそだてる」 
「このえは、たいようのひかりをあびて、よりそう大きいめと小さいめ

＝よりそうおやと子どもが、いっしょにせいちょうしていくようすをあ

らわしています」 
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子どもをそだて、じぶんをそだてるには 
 
「『よいこと』をおしえましょう」 
「ごはんをいっしょにたべましょう」 
「おやこのコミュニケーションをとりましょう」 
 
のみっつがだいじです 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 - 2 -



＜「よいこと」を教
おし

えましょう＞ 

 １．親
おや

の生
い

き方
かた

を示
しめ

しましょう 
 Ｑ１．なぜ？ 

   親
おや

の考
かんが

え方
かた

や生
い

き方
かた

が、子どもの人生
じんせい

に大
おお

きな影響
えいきょう

を与
あた

えるからです。

 Ｑ２．どのように示
しめ

したらよいのでしょうか？ 

 人間
にんげん

は、一人一人
ひ と り ひ と り

がすばらしい存在
そんざい

であることを、子どもに伝
つた

えまし 

ょう。 

   良心
りょうしん

に従
したが

い、よりよい社会
しゃかい

のために努力
どりょく

する生
い

き方
かた

を示
しめ

しましょう。

 

 

おやの生きかたをみせましょう。 
おやのかんがえていることや、おやのせいかつを子どもはみています。それが子どもの

せいちょうに大きくえいきょうします。 
にんげんはみんな、すばらしいそんざいであることを子どもにおしえましょう。 
よいことをして、しゃかいのためになるような生きかたをしましょう。 
 

                    
☆ 子どもは、おやのいうことはきかなくても、おやのすることはする、といいます。ことば

で子どもにはなすこともたいせつですが、おやがよいことをすれば、子どもはそれをまね

します。 
 
☆ 子どもに「あなたはわたしの、せかいでいちばんだいじな子ども」ということを、いつも

いいましょう。子どもは、じぶんがおやにあいされていることをしれば、じぶんをたいせ

つにするようになり、正しくせいちょうします。そして、じぶんをたいせつにするように

なれば、ほかの人のこともたいせつにするようになります。 

 - 3 -



 ２．がまんすることをしつけましょう 
 Ｑ１．なぜ？ 

   がまんをすることが感情
かんじょう

をコントロールする力
ちから

や社会性
しゃかいせい

を発達
はったつ

させま

す。 
 Ｑ２．どのようにしつけたらよいのでしょうか？ 

 家族
か ぞ く

がみんなで、わがままを許
ゆる

さないことです。  

 

子どもに、がまんすることをおしえましょう。がまんすることをおぼえたこどもは、りっぱ

な大人になります。がまんすることをおぼえるためには、かぞくみんなでおなじように子ど

もにおしえること、わがままをゆるさないことが大切です。 

                    
☆ がまんすることができるようになった子どもは、大きくなってもわるいことはしません。 
 
☆ 子どもがほしいものをなんでもあたえることは、子どものためにはなりません。 
 
☆ 子どもにがまんをおしえるときは、ふうふでおなじことをおしえましょう。 
 
☆ 子どもが、テレビ・パソコン・ゲームにむちゅうにならないように、やめるじかんをまも

らせましょう。 
 
                      

３．社会
しゃかい

の礼儀
れ い ぎ

やルールをしつけましょう 
 Ｑ１．なぜ？ 

    礼儀
れ い ぎ

やルールを守
まも

ることが、子どもを社会
しゃかい

で生かします。 

 Ｑ２．どのようにしつけたらよいのでしょうか？ 

    大人が手本
て ほ ん

を示
しめ

しながら教
おし

えていきましょう。  
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あなたのすむしゃかいでの、れいぎ、ルールについて、おやがじっさいにれいぎ、ルー

ルをまもることで、子どもにおしえていきしょう。れいぎ、ルールをおぼえた子どもは、

大きくなってからしゃかいでかつやくすることができます。 

                    
☆ みんながあんぜんにたのしくくらしていくために、子どものうちから、しゃかいのれいぎ、

ルールをおぼえさせましょう。おとなになるまえに、れいぎ、ルールをおぼえたこどもは、

大人になってから、すすんでよいことができます。 
 
☆ たくさんの人があつまるばしょにでかけたり、あなたのすむばしょのきんじょのみんなの

あつまりにでかけたりすると、子どもがれいぎ、ルールをおぼえるのにやくにたちます。 
 
☆ あいさつやことばづかい、かぞくいがいの人へのたいどなど、かぞくみんなできをつけま

しょう。 
 
☆ かぞくみんなで、じぶんたちのやくそく、ルールをつくって、まもるようにしましょう。 
 
☆ おやもれいぎ、ルールをまもっていることを、子どもにみせましょう。 
 
☆ しゃかいのれいぎ、ルールは、おやがこどもにおしえなければなりません。こどもとよく

はなしながら、れいぎ、ルールをおしえましょう。 
 
                                                

＜ごはんをいっしょに食
た

べましょう＞ 

 ４．基本的
きほんてき

生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

をしつけましょう 
 Ｑ１．なぜ？ 

   正しい生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

が子どもの心身
しんしん

の健康
けんこう

を守
まも

り、社会性
しゃかいせい

を育
そだ

てます。 

 Ｑ２．どのようにしつけたらよいのでしょうか？ 

   子
こ

どもと共
とも

に規則正
きそくただ

しい生活
せいかつ

を送
おく

り、一緒
いっしょ

に楽
たの

しく会話
か い わ

をしながら食事
しょくじ

を

しましょう。 
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☆ 朝
あ さ

はやおきをしてごはんをたべる、夜
よ る

ははやくねる、ようふくはきちんときる、手をあらう、うがいを

する、など正しいせいかつをしましょう。正しいせいかつをしないと、子どもはびょうきになったり、

べんきょうができなくなったりします。 

 

  【小学校
しょうがっこう

入学
にゅうがく

にあたって】 

① 正しい食
しょく

習慣
しゅうかん

を身
み

につけさせる。           

☆ 一日３かい、おかしなどではない、えいようがあるごはんをたべることはたいせつです。子どもは朝
あ さ

ごはんをたべないと、しょうがっこうでべんきょうをおぼえられません。 

 

☆ ごはんは、なるべくかぞくいっしょにたべましょう。子どもだけでごはんをたべると、好
す

きなものしか

たべないことがあります。 

 

☆ 子どもが、けんこうに大きくなるために、つぎのことにきをつけましょう。                 

① かぞくみんなで朝
あ さ

ごはんをたべましたか？ 

② ごはん、パン、めんをたべましたか？  

③ 肉
に く

、豆
ま め

、魚
さかな

、卵
たまご

、ぎゅうにゅうをたべましたか？ 

④ やさい、くだもの、いもをたべましたか？ 

⑤ 海
かい

そう、ちいさい魚
さかな

、貝
かい

をたべましたか？ 

⑥ 肉
に く

より、やさいをおおくたべましたか？ 

⑦ ごはんをたべながら、かぞくでおしゃべりしましたか？                                      

                                                                

② 生活
せいかつ

時間
じ か ん

を規則正
きそくただ

しくさせる。                      

☆ おやが、夜
よ る

はやくねて、朝
あ さ

はやくおきましょう。 

 

☆ ねむるじかんのすくない子どもは、びょうきになりやすく、大きくなれません。 朝
あ さ

はやくおきないこ

どもは、しょうがっこうにいくのがおそくなって、べんきょうをおぼえられません。 

 

☆ こどもが、テレビやゲームばかりにむちゅうにならないように、やめるじかんをまもらせましょう。              

 

③ 家庭
か て い

学習
がくしゅう

を習慣
しゅうかん

づけるためにサポ ―トする。 

☆ 子どもはいえでべんきょうしていると、あたらしいことをおぼえるのが、たのしくなります。 
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④ 身
み

なりを整
ととの

えさせる。                              

☆ 子どもがひとりで、ふくをぬいだりきたりできるようにおしえましょう。 

                   

⑤ 物
もの

の整理
せ い り

整
せい

とんや後始末
あとしまつ

をさせる。                       

☆ 子どもが、ものをだいじにするよう、おしえましょう。 

 

☆ 子どもが、じぶんでつかったものは、じぶんでかたづけるようおしえましょう。 

 

☆ 子どもと、ものをだいじにする、ものをかたづけるというやくそくをしましょう。  

               

＜親子
お や こ

のコミュニケーションをとりましょう＞ 

 ５．子どもと遊
あそ

び、自立
じ り つ

を促
うなが

しましょう 
 Ｑ１．なぜ？ 

    子どもとの遊
あそ

びが、子どもの自立
じ り つ

を促
うなが

します。 

 Ｑ２．どのように遊
あそ

んだらよいのでしょうか？ 

    親子
お や こ

でふれあいと体験
たいけん

をしましょう。親子
お や こ

で本に親
した

しみましょう。 

 

 
☆ 子どもはあそぶことで、体のちからがつき、けんこうになります。また、あそぶことで、

よいこころをもってまわりの人となかよくすることができます。 
 
☆ 子どもといっしょにあそびながら、たくさんおしゃべりしましょう。 
 
☆ 子どもと、本をいっしょによみましょう。                            

                                           
☆ 子どもに、おはなしをしましょう。子どもは、ほかの人のはなしを、しっかりきくことが

できるようになります。 
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 ６．お手伝
て つ だ

いをしつけましょう 
 Ｑ１．なぜ？ 

お手伝
て つ だ

いをすることで人間
にんげん

関係
かんけい

が深
ふか

まり、自分
じ ぶ ん

が役
やく

に立
た

っているという

気持
き も

ちが湧
わ

いてきます。 

Ｑ２．どのようにしつけたらよいのでしょうか？ 

 家庭
か て い

や地域
ち い き

で親子
お や こ

一緒
いっしょ

に活動
かつどう

に取
と

り組
く

み、うまくできなくてもほめてあ

げましょう。   
 

                   
☆ 子どもは、しょくじをつくること、そうじ、せんたくなどをてつだうことで、やりかたを

おぼえます。そうすると大人になって、じぶんでしょくじをつくること、そうじ、せんた

くができるようになります。 
 
☆ いろいろなことをてつだう子どもは、大きくなってよいひとになります。 
 
☆ あなたのすむばしょで、そのばしょにすむ人があつまってするそうじ、まつりなどには、

おやこでいっしょにさんかしましょう。 
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おやはこどもに、日本の１０のれいぎをおしえましょう 

１ 朝
あさ

おきたら「おはよう」と言います。 
２ しょくじのまえに「いただきます」しょくじがおわったら「ごち 

そうさま」と言います。 

３ 家
いえ

を出るときには「いってきます」いえにかえったら「ただい 
ま」と言います。 

４ くつをぬいだら、そろえます。 
５ やくそくをまもります。 
６ ものをたいせつにします。 
７ しょくじのしたく、そうじ、せんたくなどおやのすることを、 

一日一回てつだいましょう。 
８ わるいことをしたら「ごめんなさい」と言います。 
９ ほかの人に、なにかもらったり、なにかしてもらったら、「あり 

がとう」と言います。 

10 夜
よる

ねるときには「おやすみなさい」といいます。 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜おわりに＞ 
 あなたは、ただしくこどもをそだてることで、もっとよいひとになれます。がんばってくだ

さい。 
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